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刄こ.

　　W

瓦。
　　-

　平成６年度の壬生町の老人医療費の負担額は、下
表①のとおりです｡

　医療費の負担の割合は、主に、医療保険の各保険

者（加入している健康保険）が70％、国が20％、県

及び町が５％となっています｡

　99,302,765円

99,302,763円／

85､053､192円

表②「例：１ヵ月に外来で45,810円かかった場合」

　
国
民
健
康
保
険
や
職
場
の
健
康
保
険

（
健
康
保
険
組
合
、
共
済
組
合
な
ど
）

に
加
入
し
て
い
る
人
が
、
7
0
歳
（
一
定

の
障
害
の
あ
る
人
は
6
5
歳
）
に
な
る
と
、

老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

を
抜
け
る
の
で
は
な
く
、
本
人
の
窓
口

で
支
払
う
医
療
費
を
軽
減
し
、
保
険
組

合
な
ど
の
ほ
か
、
国
・
県
・
町
も
医
療

費
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
に
安

心
し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
こ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　国民医療費は毎年増え続け、医療保険財政は、赤字に変化

するという深刻な事態になっています。なかでも、老人医療

費は急増しており、皆さんが支払う保険料の負担も一層重くヨ

なってきています。

　医療費増加の理由として、　　　　　　　　　　　　　　　　30

　①人口の高齢化

　②医療技術の高度化

　③治療期間の長い成人病の増加　　　　　　　　　　　　　25

　④医療費の改定

　などがあげられます。

　このように医療費が増えるのは、国民の健康水準の向上と

いえますが、その医療費が有効に使われるかどうかは、一人　20

ひとりの心がけ次第です。

　適度な運動、バランスのとれた食事など、日ごろからの健

康づくりはもちろんですが、健康診断を積極的に受けて早期　15

発見・早期治療につとめましょう。

　上手に医療を受けて、犬切なみんなの医療費を有効に使い、

より一層健康で楽しく豊かな毎日を過ごしましょう。　　　　lo

表③壬生町の老人医療費の状況（一部負担金を含む）

/ 総　医　療　費 一人当たりの医療費

平成３年度］ １,４６７,３６０,２３１円 507,737円

546,284円平成４年度U 1,654,695,639円

平成５年度ｺ 1,797,140,782円 566,029円

平成６年度 2,007,090,599円 602,187円 であり

(注２)

ﾆｰこ

　
老
人
保
健
制
度
は
、
お
年
寄
り
の
疾
病
の
予
防
か
ら
治

療
、
機
能
訓
練
に
至
る
総
合
的
な
保
健
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
老
人
医
療
費
を
国
民
み
ん
な
で
公
平
に
負
担

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
壬
生
町
で
も
老
人
保
健
制
度
に
基
づ
い
て
、
健
康
診
査
、

健
康
相
談
や
各
種
健
康
教
室
、
リ
ハ
ビ
リ
、
訪
問
指
導
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
老
人
医
療
費
制
度
に
つ
い

て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

国民医療員の推移

e
4
［
1
1
u

　
　
％
　
　
Ｎ
　
　
　
　
４
］
　
　
　
Ｑ

３

２

０

魯
年
上
専
一
万
一

２

医療員のしくみ

医療費を宥効に使うために



　
老
人
保
健
に
よ
る
医
療
を
受
け
る
と

き
に
は
、
健
康
保
険
証
と
そ
の
資
格
を

証
明
す
る
『
医
療
受
給
者
証
』
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
白
い
カ
ー
ド
で
健
康
保

険
証
と
は
違
い
ま
す
。

◆
新
た
に
7
0
歳
に
な
る
方
は

　
塑
威
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は
6
5

言
を
迎
え
る
誕
生
月
の
下
旬
に
な
る

と
、
役
場
か
ら
通
知
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
通
知
と
印
鑑
・
健
康
保
険
証
を

待
っ
て
、
指
定
さ
れ
た
役
場
又
は
出
張

所
へ
行
き
、
『
健
康
手
帳
』
、
『
医
療

受
給
者
証
』
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　
誕
生
日
の
翌
月
１
日
か
ら
使
用
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
―
日
生
ま
れ
の
方
は

そ
の
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

◆
賢
か
ら
引
っ
越
し
乙
き
た

　
老
人
医
療
は
、
各
市
町
村
で
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
新
た
に
届
け
出
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
住
所
や
加
入
保
険
が
変
わ
尖

　
健
康
手
帳
・
医
療
受
給
者
証
・
印
鑑
・

健
康
保
険
証
な
ど
を
持
っ
て
、
速
や
か

に
役
場
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

秦
医
療
受
給
者
慧
笈
く
し
た
方
は

　
再
交
付
し
ま
す
。
印
鑑
・
健
康
保
険

証
を
も
っ
て
役
場
又
は
各
出
張
所
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
か

ら
「
５
回
目
の
６
月
3
0
日
ま
で
」
が
有

効
期
限
で
す
。
期
間
満
ｒ
の
間
際
に
役

場
か
ら
通
知
を
送
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
・

健
康
保
険
証
・
健
康
手
帳
・
医
療
受
給

者
証
を
持
っ
て
更
新
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
新
し
い
健
康
手
帳
及
び
医

専
支
給
考
証
と
交
換
い
た
し
ま
す
。

　
生
ま
れ
た
年
月
に
よ
っ
て
、
更
新
の

年
が
違
い
ま
す
。
ご
家
族
や
ご
近
所
の

方
と
更
新
時
期
が
違
う
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

｀つ

　
原
則
と
し
て
、
加
害
者
が
医
療
費
を

支
払
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
な
ど

に
よ
り
老
人
医
療
で
治
療
を
受
け
た
い

と
き
は
、
必
ず
町
民
生
節
福
祉
課
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
際
、
第
三
者
行
為
傷
病
届
、
事

故
証
明
書
、
誓
約
書
、
そ
の
他
指
定
す

る
書
類
等
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
袖
装
英
代
や
基

準
看
護
で
な
い
病
院
で
の
付
き
添
い
看

護
料
な
ど
が
、
医
師
が
必
要
と
認
め
た

場
合
に
限
り
、
費
用
の
一
部
が
払
い
戻

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
医
師
の
診

断
書
ま
た
は
意
見
書
・
領
収
書
・
そ
の

他
証
明
書
等
を
添
付
し
て
申
請
し
ま
す

と
、
審
査
の
う
え
、
支
給
決
定
さ
れ
ま

す
。

　
特
に
、
看
護
料
な
ど
は
町
指
定
の
用

紙
に
医
師
の
証
明
が
必
要
で
す
の
で
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
平
成
６
年
1
0
月
１
日
よ
り
、
入
院
時

の
食
事
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

　
　
　
　
｝

町
民
税
非
課
税
世
帯
に
つ
い
て
は
、
そ

の
額
が
次
の
と
お
り
減
額
さ
れ
ま
す
。

○入院時食事療養費の自己負担額

一　般　受　給　者 １日・６００円

町　民　税

非課税世帯

90[]までの入院 １日・４５０円

90日をこえる入院 １日・３００円

町民税非課税世帯で老齢

福祉年金を受けている人
１日・２００円

該当する方は、申請してください。

　
新
規
申
請
や
更
新
申
請
し
た
と
き
に
、

各
種
申
請
の
仕
方
や
健
康
管
理
情
報
な

ど
が
わ
か
り
や
す
く
載
っ
て
い
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
必
ず
、

お
読
み
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
７
月
～
１
１
月
に
、
医
療
費
の
通

知
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
老
人
医

療
で
受
診
し
た
医
療
費
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
事
務
の
処
理
上
、
診
療
し
た

月
か
ら
２
～
３
ヵ
月
遅
れ
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先

　
町
民
生
部
福
祉
課
医
療
福
祉
係
�
8
2
－
１
２
３
４
内
線
1
2
5

３



３
団
体
並
び
に
3
9
名
を
町
長
表
彰

　
平
成
７
年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活

動
で
県
１
位
以
上
の
成
績
を
お
さ
め
た

児
童
・
生
徒
を
た
た
え
る
町
長
表
形
式

が
２
月
2
8
日
、
役
場
正
庁
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
７
年
度
中
に
県
レ
ベ

ル
以
上
の
各
種
大
会
に
お
い
て
、
優
秀

な
成
績
を
お
さ
め
表
彰
さ
れ
た
小
・
中

学
生
に
対
し
、
そ
の
成
績
と
と
も
に
日

ご
ろ
の
努
力
を
た
た
え
、
今
後
、
さ
ら

に
活
躍
し
て
い
た
だ
こ
う
と
表
彰
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
表
彰
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
２
月
1
6
日
現
在
）

　
　
団
　
体

◆
第
４
回
音
楽
教
育
振
興
賞
並
び
に
県

　
教
育
委
員
会
各
種
犬
会
優
勝
者
等
表

　
彰

・
羽
生
田
小
学
校
令
児
童

-

◆
第
2
3
回
関
東
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
大
会
県
予
選
会
優
勝

・
壬
生
中
学
校
（
1
8
名
）

　
３
年
　
日
永
奈
津
美
、
鈴
木
智
子

　
　
　
　
福
田
加
奈
子
、
大
嶋
真
由
美

　
　
　
　
尾
川
好
美
、
阿
部
美
雪

　
　
　
　
大
田
原
　
恵
、
戸
崎
幸
代

　
　
　
　
山
川
範
子
、
斎
藤
亜
弥

　
２
年
　
阿
久
津
幸
恵
、
金
山
陽
子

　
　
　
　
高
久
敬
子
、
高
山
真
季

(中学生男子)町長表彰のみなさん

　
　
　
　
石
島
麻
紀
、
小
平
絵
美

　
　
　
　
安
野
朋
美
、
稲
葉
美
香

◆
第
８
回
栃
木
県
バ
ヤ
・
Ｉ
ボ
ー
ル
協
会

　
長
杯
争
奪
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
犬

　
会
優
勝

・
壬
生
中
学
校
（
1
2
名
）

　
２
年
　
黒
子
健
太
、
荒
川
里
平

　
　
　
　
犬
山
　
剛
、
上
田
　
卓

　
　
　
　
早
乙
女
恭
彦
、
篠
原
孝
明

　
　
　
　
茂
木
貴
之
、
森
　
弘
樹

　
　
　
　
神
水
神
芳
、
琴
寄
重
雄

　
　
　
　
福
田
紀
行
、
吉
田
　
睦

個
　
人

◆
優
良
生
徒

◇
陸
　
上

・
壬
生
中
学
校
３
年
　
　
鈴
木
崇
史

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト

・
壬
生
中
学
校
３
年
　
　
大
出
知
恵

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

・
南
犬
飼
中
学
校
３
年
　
青
木
公
良

◇
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

・
南
犬
飼
中
学
校
３
年
　
中
島
奈
々
子

◆
有
望
選
手

◇
野
　
球

・
南
犬
飼
中
学
校
３
年
　
坪
山
智
昭

・
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
ク
　
　
　
田
中
正
敏

栃
木
県
以
上
各
種
大
会

優
秀
成
績
斉
（
学
校
別
）

感
応
喇
悪

●
第
Ｈ
回
栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　
）

　
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
ー
位

　
　
　
　
　
　
　
６
年
　
松
井
友
香

　
　
　
　
　
　
　
６
年
　
長
谷
川
美
香

●
平
成
７
年
度
第
1
2
回
全
日
本
少
年
レ
ス

　
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
（
５
、
６
年
女
子
の
部
）

　
5
4
原
級
優
勝
　
　
６
年
　
疋
田
綾
子

●
第
2
8
回
下
野
教
育
書
道
具

　
金
賞
　
　
　
　
２
年
　
甫
故
実
香

　
金
賞
　
　
　
　
６
年
　
小
出
　
恵

　
金
賞
　
　
　
　
６
年
　
鈴
木
久
美
子

●
第
1
9
回
「
て
の
ひ
ら
文
庫
賞
」
読
書

　
感
想
文
金
国
コ
ン
ク
ー
ル

　
優
秀
賞
　
　
　
３
年
　
佐
藤
忠
郎

　
優
秀
賞
　
　
　
６
年
大
塚
　
悠

●
第
1
8
回
栃
木
県
体
験
発
表
会

　
小
学
生
の
部
最
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　
６
年
　
高
村
久
美
子

●
第
2
6
回
下
野
教
育
美
術
展

　
金
賞
　
　
　
　
２
年
　
安
納
宏
明

麗
賄
④
㈲

●
第
９
回
家
庭
教
育
に
関
す
る
論
文
・

　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
優
秀
賞
　
　
　
５
年
　
篠
原
悠
紀
子

厠
添
湛
］

●
第
1
0
回
国
民
文
化
祭
と
ち
ぎ
］
い
Ｉ
「
国

　
際
お
も
ち
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　
文
部
大
臣
奨
励
賞
３
年
村
上
真
章

●
第
Ｈ
回
栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
６
年
女
子
１
０
０
ｍ
ｌ
位

　
　
　
　
　
　
　
６
年
　
佐
藤
宏
美

●
第
1
0
回
栃
木
県
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
選

　
手
植
大
会

４



　
４
２
原
級
１
位
　
６
年
　
石
村
　
匠

●
平
成
７
年
度
第
1
2
回
全
日
本
少
年
レ
ス

　
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
（
５
、
６
年
男
子
の
部
）

　
5
4
原
級
優
勝
　
６
年
　
鈴
木
康
正

〔
④
票
⑩
〕

●
第
８
回
未
来
社
会
想
像
両
親

　
金
賞
　
　
　
　
２
年
　
大
恒
美
菜

薗
泉
市
悪

●
第
Ｈ
回
栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
少
年
男
子
走
り
幅
跳
び

　
優
勝
　
　
　
　
６
年
　
野
口
洋
輔

●
空
き
缶
等
の
散
乱
防
止
と
再
資
源
化

　
を
進
め
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー

　
小
学
校
高
学
年
最
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　
４
年
　
大
金
売
平

屋
年
歯
㈲

●
第
2
6
回
下
野
教
育
美
術
展

　
金
賞
　
　
　
　
６
年
　
石
滓
　
優

添
乗
果
然

●
下
野
新
聞
小
学
生
読
書
感
想
文
コ
ン

　
ク
ー
ル

　
最
優
秀
賞
　
　
１
年
　
篠
原
美
保

●
第
4
9
回
栃
木
県
理
科
研
究
発
表
会

　
最
優
秀
賞

　
６
年
　
篠
原
票
香
子
、
清
水
恵
美

　
　
　
　
高
山
聡
美
、
高
山
瑠
美

　
　
　
　
根
津
照
美

圖
恣
㈲

●
第
2
8
回
下
野
教
育
書
巡
歴

　
金
賞
　
　
　
　
３
年
　
小
野
洋
一
朗

　
金
賞
　
　
　
　
３
年
　
福
田
知
都
子

　
金
賞
　
　
　
　
１
年
　
寺
内
正
史

　
金
賞
　
　
　
　
１
年
　
佐
藤
陽
子

［
奉
大
冊
東
京
悪

●
中
学
生
に
対
す
る
税
の
標
語

・
栃
木
税
務
署
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
３
年
　
関
□
智
美

・
栃
木
県
税
事
務
所
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
１
年
　
佐
藤
　
圭

●
第
2
8
回
下
野
教
育
書
道
展

　
金
賞
　
　
　
　
２
年
　
芝
沼
　
藍

　
金
賞
　
　
　
　
３
年
　
増
山
典
子

羽
生
田
小
学
校
並
び
に

　
　
　
個
人
の
部
で
３
名
が
受
賞

　
平
成
７
年
度
各
種
大
会
優
勝
者
等
表
　
　
●
学
芸
関
係
（
個
人
の
部
）

形
式
が
２
月
2
0
日
、
宇
都
宮
市
の
県
公
　
　
・
壬
生
来
小
学
校
３
年
　
村
上
真
章

館
で
行
わ
れ
、
各
種
国
際
大
会
ま
た
は

全
国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
、

県
の
教
育
振
興
に
寄
与
し
た
個
人
お
よ

び
団
体
が
県
教
育
委
員
会
よ
り
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
町
で
受
賞
さ
れ
た
個
人
・
団
体
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
学
芸
関
係
（
団
体
の
部
）

・
羽
生
田
小
学
校
（
第
４
回
音
楽
教
育

　
振
興
賞
顕
彰
部
門
音
楽
教
育
振
興
言

表彰状を手にする

羽生田小(大出校長)

　
　
（
第
1
0
回
国
民
文
化
祭
・
と
ち
ぎ
9
5

　
　
　
「
国
際
お
も
ち
ゃ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

　
　
ル
」
「
手
作
り
お
も
ち
ゃ
部
門
」

　
　
文
部
大
臣
奨
励
言

●
体
育
関
係
（
個
人
の
部
）

・
壬
生
来
小
学
校
６
年
　
鈴
木
康
正

　
　
（
第
1
2
回
全
日
本
少
年
レ
ス
リ
ン
グ

　
　
選
手
権
大
会
５
、
６
年
男
子
の
部

壬生東小学校３年

　　　　村上真阜くん

　
　
5
4
政
緑
便
啓

・
壬
生
小
学
校
６
年
　
　
疋
田
綾
子

　
（
第
1
2
回
全
日
本
少
年
レ
ス
リ
ン
グ

　
　
選
手
権
大
会
５
、
６
年
女
子
の
部

　
　
5
4
政
緑
便
言

壬生来小学校６年

　　　　鈴木康正くん

壬生小学校６年

　　　　疋田綾子さん

５



壬
生
北
部
土
地
区
画
整
備
事
業

-

　
記
念
式
典
で
あ
い
さ
つ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
理
事
長

道
路
愛
護
作
業
コ
ン
ク
ー
ル

藤
井
万
年
青
会

本
郷
七
福
会

　
栃
木
県
道
路
愛
護
連
合
会
主
催
の
平

成
７
年
度
道
路
愛
護
作
業
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
さ
れ
た
小
野
口
会
長
（
右
）
と

　
　
　
　
　
荒
川
会
長

三上哲一さん(下町)が県知事賞受賞
優
秀
賞
を
受
賞

表
形
式
が
２
月
７
日
、
県
総
合
文
化
セ

ン
今
・
‐
で
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
、
壬
生

町
道
路
愛
渡
会
の
藤
井
万
年
貴
会
豆

川
政
雄
会
長
）
並
び
に
七
ツ
石
本
郷
老

人
ク
ラ
ブ
本
郷
七
福
会
（
小
野
口
許
平

会
長
）
の
２
団
体
が
、
花
い
っ
ぱ
い
部

門
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

作
業
内
容

《
藤
井
万
年
青
会
》

　
同
地
域
内
の
町
巡
回
万
緑
沿
い
、
約

　
　
　
）

　栃木県・県青少年クラブ協議会主催の栃木県農業青年研究

大会が２月６日、宇都宮市の県迎合教育センターで行われ、

県内の青少年クラブ員や県農業大学校生徒など約２５０名が

参加しました。

　大会は、クラブ活動・意見爪プロジェクトの部門で代表発
表が行われ、本町からは三上哲一さん（下町）が意見発表の

都に出場、『俺の農業』という題で、イチゴの専業農家とし

ての自分の体験や、自分か目指す「若者たちが農業に未来を

見いだせる夢のある農業」について発表し、見事最優秀賞

（県知事賞）を受賞しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６

４
０
０
ｍ
に
わ
た
り
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど

の
草
花
を
植
え
会
員
が
相
互
に
協
力
し

て
、
草
取
り
な
ど
の
清
掃
作
業
を
行
い
、

草
花
の
あ
る
道
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

《
本
郷
七
福
会
）

　
国
道
３
５
２
号
線
の
花
壇
約
４
０
０

ｍ
を
清
掃
し
、
サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
を
植
え
付
け
、
会
員
が
協
力
し

て
き
れ
い
な
道
路
環
境
づ
く
り
を
実
践

し
て
い
る
。

竣
工
記
念
式
典
行
わ
れ
る

　
壬
生
町
壬
生
北
部
土
地
区
画
整
理
組

合
（
松
本
徳
郎
理
事
長
）
主
催
の
宇
都

官
都
市
計
画
事
業
壬
生
町
壬
生
北
部
土

地
区
画
整
理
事
業
竣
工
記
念
碑
除
幕
式

お
よ
び
記
念
式
典
が
２
月
2
6
日
、
同
区

域
内
の
大
師
第
一
公
園
で
行
わ
れ
、
事

業
関
係
者
や
区
画
整
理
組
合
員
な
ど
約

１
２
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
松
本
理
事
長
や
清
水
町
長

な
ど
が
記
念
碑
の
除
幕
を
行
っ
た
あ

と
、
松
本
理
事
長
が
「
こ
の
地
区
が
宅

地
と
し
て
有
効
利
用
が
で
き
る
よ
う
昭

和
6
3
年
か
ら
区
画
整
理
事
業
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
や
っ
と
完
成
す
る
こ
と

器
具
置
き
場
と
休
憩
所

消防器具置場が変わりました

が
で
き
ま
し
た
。
竣
工
に
あ
た
り
、
関

係
者
の
方
々
へ
の
多
大
な
る
感
謝
の
念

が
っ
き
ま
せ
ん
」
と
あ
い
さ
つ
、
続
い

て
清
水
町
長
が
「
町
が
目
指
し
て
い
る

緑
園
都
市
構
想
に
は
区
画
整
理
事
業
が

不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
ま
す
。
組
合
員

の
皆
さ
ん
が
一
致
団
結
し
て
行
っ
た
事

業
を
、
ま
ち
づ
く
り
を
通
じ
て
活
か
し

て
い
き
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
同
区
画
整
理
地
区
の
面
積
は
Ｈ
・
３

ｈ
、
町
の
中
心
部
か
ら
Ｉ
ド
ｍ
ほ
ど
北
西
に

位
置
し
、
北
側
は
県
道
宇
都
宮
・
栃
木
綿

宝
生
バ
イ
パ
ス
）
に
画
す
る
な
ど
、
宅
地

と
し
て
最
適
の
条
件
を
愉
え
て
い
ま
す
。

　町消防団（梁島安男団長）第２分団第４部（束

原、鰹沼、福和田）消防器具置場の場所変更に伴

い、新たに休憩所が完成しました。

　いままでの器具置場は老朽化が激しく、また敷

地等の関係で出動時などに大変危険な状況でした。

そこで、壬生町農協車庫を器具置場として借用、

併せて団員の待遇改善の一環として、団員が各種

訓練や有事の際に出動した時、休憩や会議のでき

る施設として休憩所の整備を進めてきました。

　町では、逐次、各部の器具置場の更新を進めて

行く予定です。



講座生が活動成果を披露

　
町
公
民
館
の
講
座
・
学
級
を
は
じ
め
町
公
民
館
を
拠

点
に
活
動
し
て
い
る
各
種
自
主
講
座
の
皆
さ
ん
が
１
年

間
の
活
動
成
果
を
発
表
す
る
、
第
８
回
公
民
館
ま
つ
り

が
２
月
2
4
、
2
5
日
の
両
日
、
「
公
民
館
講
座
で
Ｊ
ょ
ぶ

し
い
あ
な
た
を
感
じ
た
い
ご
を
テ
ー
マ
に
壬
生
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
、
終
日
た
く
さ
ん
の
人
出
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
減
量
化
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
町
消
費
生
活
展

　
壬
生
町
消
費
生
活
展
が
２
月
2
4
、
2
5

日
の
両
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
、
「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
　
ゴ
ミ
の

減
量
化
　
環
境
問
題
」
を
テ
ー
ー
マ
に
、

町
消
費
者
友
の
会
が
中
心
と
な
り
、
ア

ル
ミ
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
牛
乳
パ
ッ

ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
や
失
コ
ミ
の
自

家
処
理
な
ど
の
体
験
発
表
や
実
物
説
明

の
各
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
た
く
さ

ん
の
方
が
熱
心
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

お茶席でひと休み（中ホール）

町歴史民俗資料館友の会

はにわ会も参加（中ホール）

女性のつどい開かれる
　壬生町女性団体連絡協議会（大橋文会長）・町教育

委員会主催の第８回女性のつどいが２月17目、壬生中

央公民館で開かれ、主婦の方を中心に約１ ５０名が参

加しました。

　初めに、町社会教育委員松崎宏子さん（六美町南部

第二）による「今、ことばづかいは……」をテーマと

した基調講演が行われ、美しい言葉は明るい社会を築

くのに大切な文化であることを話されました。

　続いて、「私たちのひまわり会」と題して、町ひま

わり会会長吉田サ

ク江さんと図会役

員渡辺タキさんに

よる体験発表が行

われ、ひまわり会

の活動や自分の体

験談などの話に、

参加者たちは深く

聞き入っていまし

た。

自
慢
の
出
し
物
を
披
露

人
ク
ラ
ブ
演
芸
大
会
並
び
に
第
1
0
回
老

人
ク
ラ
ブ
作
品
展
示
会
が
２
月
７
日
、

壬
生
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
町
内
の

4
8
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
演
芸
大
会
会
場
の
大
ホ
ー
ル
で
は
、

日
ご
ろ
楽
し
み
な
が
ら
練
習
し
た
民
謡

や
舞
踊
な
ど
、
自
慢
の
出
し
物
が
披
露

さ
れ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
観
客
か
ら
大

き
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
作
品
展
示
会
場
の
中
ホ
ー
ル
に

は
、
ク
ラ
ブ
員
さ
ん
の
力
作
物
8
0
点
が
展
示

さ
れ
、
来
館
者
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

フ

若
人
ク
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Å1DS
考えてみませんか／

お子さんの性教育・エイズ教育を

轜噴･臍息巻稔あたウて
　学校でのエイズ・性教育を中心に、あれこれ連載し

てきましたこの欄も25回目、最終回になりました。

　壬生町教育委員会が文部省「エイズ教育（性教育）

推進地域事業」指定を機会に始めた企画でした。

　この間、それぞれの学校では全学年の児童生徒が、

積極的にエイズや性について学習しました。

　初めは教師も子どもも戸惑い気味でしたが、徐々に

エイズについての正しい理解を身につけていきました。

こわい病気とエイズをいたずらに恐れていた子どもた

ちも、そんなに恐れる病気でない、普段の生活ではほ

とんどうつらないという理解が深まってきました。ま

た、エイズ感染者・患者への偏見差別がいかに不当な

ものかについても十分理解できるようになりました。

　一方、保護者の方々、地域の皆さまには、家庭教育

学級のエイズについての講話会やエイズ教育講演会等

に多数ご参加され、エイズや性について、そして子ど

もたちのエイズ、性教育について積極的にお取り組み

いただきました。このような、ご協力、ご支援が子ど

もたちのエイズ教育の充実のために大きな力になった

ことは言うまでもありません。

　ところで、社会的には、テレビ・新聞等のマスコミ

で報道されているように、薬害エイズ等解決しなけれ

ばならない問題もまだまだ残っています。その解決に

は、さまざまな立場からさまざまな努力が必要と思わ

れます。

II圖Ｂ

　　　　　まとめクイズ

エイズ

一正しいものはどれでしょうー

①エイズに対する誤解や偏見をなくすには、みんなで

　エイズを正しく理解することが大切である。

②エイズは遺伝病の一つである。

③ＨＴＶに感染したことは、自覚症状がでるのですぐ

　わかる。

①Ｈ工Ｖに感染すれば、二次感染の可能性がある。

⑤愁いのはエイズであって、感染者ではない。

⑥ＨエＶ感染者は同性愛者が中心になっている。

⑦ＨＴＶは血液の中にだけ存在する。

⑧セックスは健康な人間生活の重要な要素である。

⑨ピル（経口避妊薬）はエイズ予防にも効果的である。

　　（写真：共同通信社提供）

　平成５年より壬生町と同じようにエイズ教育推進事

業の研究に取り組んだ地域は各県で１地域、全国で47

地域あります。

　ここでの研究成果が全国的に広まり、エイズヘの正

しい理解、そして患者・感染者の立場を心情的に理解

しようとする気持ちの高まりや、残された問題の解決

に少しでも貢献できればと期待したいものです。

　エイズという病気を、特別視し差別するのではなく

普通の病気と同じように考え、差別や偏見のない社会

や時代を早く実現することが必要です。

　それには、これからも学校で、家庭で、社会でエイ

ズを理解して行こうとする地道な努力をする以外に道

はないのではないかと考えます。

　今後とも、学校教育や生涯教育（家庭教育学級など）

の場を通して、計画的に、継続的にエイズ教育（性教

育）の推進をしていきたいと思います。

　引き続きご支援、ご協力をお願いいたします。

ミニ知識

　その25
監修　栃木県伝染病予防調査協議会会長

　　　栃木県連合学校保健会会長

⑩ＨＩＶは蚊によって感染する。　松　本　　幸　三

⑨エイズ以外の性感東庄があると、ＨエＶに感染しや

　すい。

⑩ＨＴＶは握手や抱擁でも感染する。

⑩ＨＩＶに感染したかを調べるのは、いつでもよい。

⑩ＨＩＶ検査は保健所で匿名で受けられる。

⑤エイズによって痴呆症になることはない。

⑩エイズは感染してから発病までが長い。

⑤コンドームはエイズ予防に有効である。

【正解】（①④⑤⑧⑩⑩⑩劾）

８



ら
だ
の
中
の
悪
い
鬼
を
追
い
出
し
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
、
お
宝
ま
き
を
し
た
り
し
て
楽

し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

し
た
い
」
な
ど
の
願
い
を
書
い
た
札
を

張
り
付
け
、
勢
い
よ
く
豆
を
撒
き
、
か

　
２
月
３
目
、
町
児
童
館
主
催
の
節
分

会
が
児
全
館
運
営
委
員
会
（
高
橋
　
毅

委
員
長
）
並
び
に
母
親
ク
ラ
ブ
（
北
川

律
子
会
長
）
の
協
力
を
得
て
、
児
童
館

で
行
わ
れ
、
犬
ぜ
い
の
子
ど
も
た
ち
や

お
母
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
節
分
の
い
わ
れ
の
説
明

を
聞
い
た
後
、
運
営
委
員
さ
ん
な
ど
が

扮
し
た
鬼
に
「
お
ね
し
ょ
を
な
お
し
た

い
」
や
「
お
こ
り
ん
ぼ
う
鬼
を
追
い
出

！
―
・

農業センサス､国勢調査の４調査員
- 一 一

　　　神長　仲さん　　　　　左から渡辺さん､荒川さん､鈴木さん

　　２月14日、栃木県並びに県統計協会主催の第33回栃木県統

　計大会が県総合文化センターで回催され、各種統計調査に貢

　獣された方々の表彰が行われ、本町からは、次の４名の方が

　受賞されました。

　○栃木県知事表彰

　　　神長　仲　け町、農業センサス）

　Ｏ栃木県統計協会名誉会長表彰

　　　渡辺　英雄（稲葉下馬木、国勢調査）

　　　鈴木　理助（安塚一、国勢調査）

　　　荒川　一男（上新町、国勢調査）

　　なお、商業統計調査で「壬生町」が知事表彰を受けました。

　　この統計大会は、統計思想の普及向上と統計関係者の志気

　高揚を図るため、また、統計への理解とご協力をいただくこ

　とを願い開催されています。

９

　
壬
生
町
・
壬
生
町
国
民
健
康
保
険
主
催
　
　
健
康
が
重
要
で
あ
る
、
ク
ヨ
ク
ヨ
し
な

の
「
健
康
講
演
会
」
が
２
月
６
日
、
町
保
　
　
い
で
前
向
き
に
考
え
、
趣
味
な
ど
の
目

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
　
　
　
的
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
が
犬
切
で
す

　
当
日
は
、
放
送
作
家
・
司
会
者
・
俳
　
　
と
講
演
、
大
ぜ
い
の
参
加
者
は
ユ
ー
モ

優
な
ど
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
、
　
ア
を
交
え
た
話
に
熱
心
に
聴
き
入
っ
て

は
か
ま
満
緒
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
　
い
ま
し
た
。

『
人
生
は
、
楽
し
く
、
健
康
に
、
そ
し

て
イ
キ
イ
キ
と
』
を
テ
ー
マ
に
、
「
病

は
気
か
ら
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
心
の

講
演
会
の
よ
う
す

ゆ
う
が
お
会
の
皆
さ
ん

は
か
ま
満
緒
さ
ん
を
迎
え

　
　
　
　
　
健
康
講
演
会
開
く

人
生
は
、
楽
し
く
、
健
康
に
、
そ
し
て
イ
キ
イ
キ
と

車椅子を寄贈

　　　　　　　　　ゆうがお会

　ゆうがお会（高橋米男代表）では、２月６日

に役場を訪れ、「福祉のために役立ててくださ

い」と車椅子３合を寄贈されました。

　これは、同会員の方々が１円募金やペットボ

トル回収の報償金などを利用して購入したもの

で、町では、寄贈された車椅子を町社会福祉協

議会で有効に活用させていただきます。

W ‘

-



い広
　
　
「
適
度
に
用
事
が
あ
る
の
が
健
康
の

秘
訣
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
」
と
い
う
松
山
さ
ん
ご
夫
妻
。
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

--

さ
ん
は
現
在
、
下
都
賀
漁
業
組
合
の
理

事
を
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
清
さ
ん
は
昭
和
８
年
に
壬
生
尋
常
高

密達者　　＼

カッフル鋤

城　内
松山　　　清さん(７７

セエさん回１ ）

青
春
ス
ケ
ッ

チ
⑩

いろいろなことにチャレンジ

　　　安塚二　　矢内　言にぢふ

　　「高校から現在も続けているバレーボールのほ

か、スキーなどスポーツが好きですね。そのほか

和太鼓にも興味があって、叩き方を教わっていま

す］という美江さん。

　　「休みの目には友人とキャンプをしたり、ドラ

イブに出掛けたりします」という彼女。「これから

もいろいろなことにチャレンジしていきたい」と

夢を語る意欲的なお嬢さんです。

｢ピアノ｣

　　羽生田小学校６
　・・－　・I”‾ち･　ひろ
舘　野　知　浩

e

千万]貯]………j

｢おなかすいた｣

　　羽生田小学校６年

　　　　鈴　木　秀　行

覗
◎
⑩
岳

10



ふれあ
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
東
京
に
出
て
働

い
て
い
ま
し
た
が
、
同
年
1
2
月
に
召
集

に
よ
り
満
州
に
渡
り
、
同
地
で
終
戦
を

迎
え
、
昭
和
2
3
年
３
月
に
日
本
へ
戻
り

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
壬
生
尋
常
高
等
小
学
校
を

卒
業
し
て
３
年
ほ
ど
和
哉
を
学
ん
だ
後

東
京
で
働
い
て
い
た
セ
エ
さ
ん
と
昭
和

心
一
年
に
結
婚
、
同
年
に
は
栃
木
市
の
関

電
工
栃
木
営
業
所
に
就
職
し
、
昭
和
5
4

年
か
ら
昭
和
6
0
年
ま
で
嘱
託
と
し
て
勤

務
し
ま
し
た
。

　
清
さ
ん
は
3
0
年
ほ
ど
前
か
ら
釣
り
を

始
め
た
そ
う
で
、
「
河
川
の
水
質
検
査

な
ど
、
漁
業
組
合
の
仕
事
を
兼
ね
て
、

よ
く
黒
川
ま
で
熊
釣
り
に
出
掛
け
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
農
業

も
好
き
で
、
「
趣
味
程
度
で
す
が
、
2
0

年
ほ
ど
前
か
ら
畑
を
借
り
て
、
ネ
ギ
や

大
根
な
ど
季
節
の
野
菜
を
育
て
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
セ
エ

さ
ん
は
お
裁
縫
が
好
き
で
、
余
っ
た
布

な
ど
を
利
用
し
て
、
枕
の
カ
バ
ー
や
半

て
ん
、
着
物
な
ど
を
よ
く
作
る
そ
う
で

す
。

　
家
族
で
よ
く
温
泉
旅
行
や
食
事
な
ど

に
出
掛
け
る
と
い
う
お
一
犬
、
「
私
だ

ち
と
子
ど
も
た
ち
夫
婦
、
そ
し
て
孫
３

人
の
家
族
７
人
で
、
毎
日
を
に
ぎ
や
か

に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
」
と
幸
せ

そ
う
に
話
す
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。

チームが優勝
男子：壬生下馬木

女子：　舟　町

　第９回壬生町綱引き大会が２月18日、町総合運動

場体育館で行われ、町内自治会や職域などから男女

９チームが参加しました。

　大会は、前日からの雪の影響で出場を辞退するチ

ームが相次ぎましたが、会場では、声援を背に受け

た選手たちの力と力がぶっかり合う熱い戦いが繰り
広げられていました。

　大会成績は下表のとおりです。

犬 巾||兼有|湧 胆噺 諌1寄親沸回
優　　勝 壬生下馬木Ａ 舟　　　　町

準優勝 壬生下馬木Ｂ 壬生下馬木

Ξ　　位 六美町南部第一 せ　せ　ら　ぎ

敢闘賞 城　　　　　内 至　宝　町　北

チピッ子アルバム
一

ゆ
う
す
け

裕
介
七
言

慶城ちゃん(４歳・左)･亮佑ちゃん(１歳・右)

(六美町北部)
　　（父）　林　成　行さん

　　（母）　ク　かおりさん

お母さんから一言

　元気に　大きくなってネ。

（
５
歳
・
右
）
・
哉
ハ
里
ち
ゃ
ん
（
２
歳
・
左
）

　
　
（
父
）
森
田
　
　
栄
　
さ
ん

　
　
（
母
）
　
゛
　
百
合
子
さ
ん
（
駅
東
）

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

　
明
る
く
　
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
な
っ
て
ね
。

「チビッ子アルバム」に出てくれるお子さんを募集しています。ご希望の方は、写真に簡単なメッセージを添えて

　町企画財政源広報広聴係（�８２－１２３４　内線212）までお送りください。11



大
会
の
よ
う
す

　
壬
生
町
教
育
委
員
会
と
町
子
供
会
育

成
会
連
絡
協
議
会
（
栗
原
浩
会
長
）
共

催
の
第
８
回
壬
生
町
カ
ル
タ
と
り
大
会

が
２
月
４
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
、
町
内
８
小
学
校
か
ら
１
３
４
名

の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
低
：
甲
・
高
学
年
の
３
部

門
に
分
か
れ
て
の
個
大
戦
と
、
個
人
戦

予
選
最
高
得
点
者
を
各
学
校
の
代
表
に

し
て
合
計
枚
数
を
競
う
学
校
対
抗
戦
が

行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
日
本
古
来
の
ゲ
ー
ム
に
没
頭
し

て
い
ま
し
た
。

　
成
績
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

・
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）

おもちやの切手ﾃﾞｻﾞｲﾝ画を展示

　南犬飼中学校生徒が描いたおもちゃの切手デ

ザイン圈60点が、昨年12月から２月まで町おも

ちゃ博物館展示ギャラリーに飾られ、カラフル

に描かれたデザイン圓に、立ち止まって見入る

来館者の姿が目立ちました。

　　　へ、　　y xy､/忿　､､っ｡.,,.､^｀か､り　　　ﾊ　　　ﾚﾉ゛/゛゛i
　　　………几2゛;14

こ才
ブ匹

,……jjjJこﾌﾟﾚﾌ　匠尚ﾀﾞﾀﾞ

‥‥‥‥‥‥

☆

]卜で|(じ

　。

lj

銀

－/ii ‘ﾑ偏生生,生作奏丿回

　ｌ　示　　's ゛l瓢'is　詐尚鸚fijJJEi

　　祭りに華を添える

よご昌諮詣討門言言に言

品が展示され､祭りに華を添えました。

詣ぬ四回/二言二詰言

毎年児童の書道作品が飾られています。

W

　
第
1
0
回
町
民
剣
道
大
会
が
２
月
2
5

日
、
町
総
合
運
勤
場
武
道
館
で
行
わ
れ
、

町
内
の
少
年
・
少
女
剣
士
お
よ
び
剣
道

各
部
門
優
勝
の
皆
さ
ん

W

愛
好
家
9
0
名
が
参
加
、
個
人
戦
６
部
門

に
分
か
れ
て
剣
の
腕
を
競
い
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
小
学
Ｉ
～
２
年
の
部
】

優
勝
高
久
裕
紀
宝
生
剣
教
）

【
小
学
３
～
４
年
の
部
】

優
　
勝
二
稲
田
　
建
大
宝
生
剣
教
）

【
小
学
５
～
６
年
の
部
】

優
勝
　
ニ
ノ
宮
雅
宏
宝
生
剣
敦
）

【
中
学
生
男
子
の
部
】

優
勝
吉
原
慎
吾
（
ヤ
号
剣
慾

【
中
学
生
女
子
の
部
】

優
勝
石
村
美
幸
（
南
火
中
）

Ｔ
般
の
部
」

優
　
勝
　
荒
川
　
彰
二
　
（
稲
葉
下
馬
杢

　壬生申学校(男子)が優勝

　第８回栃木県バレーボール協会長棒争奪中学校

バレーボール大会が１月28日、２月４日の両日、

宇都宮市体育館などで行われました。

　町内からは壬生中学校バレーボール都が男子の

部で出場、１、２回戦、準決勝と順調に勝ち進み、

決勝では栃水車中学校と対戦、１セット15－ 7、

2セット15－13とストレートで破り、見事優勝の

栄冠を手にしました。



本
町
出
身
の
装
檀
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
流
木
造
形
家

1こ

半
可
（
本
丸
）
出
身
で
、
装
偵
察
、
　
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
流
木
造
形
家
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
荒
川
じ
ん
ぺ
い
さ
ん

（
東
京
都
在
住
）
よ
り
２
月
９
日
、
母

校
の
壬
生
中
学
校
に
自
作
の
著
書
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
荒
川
さ
ん
は
、
昭
和
2
1
年
に
壬
生
町

本
丸
に
生
ま
れ
、
昭
和
3
6
年
に
壬
生
中

学
校
を
卒
業
後
上
京
、
書
籍
関
係
の
仕

事
を
経
て
現
在
は
、
装
領
家
、
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
、
流
木
造
形
家
と
し
て
、
ま
た

平
成
６
年
1
0
月
か
ら
は
県
よ
り
委
嘱
を

受
け
て
。
と
ち
ぎ
マ
ロ
ニ
エ
特
使
宍
こ

稲
薬
局
地
区
の
統
合
斧

と
い
え
ど
も
、
僕
の
悍

は
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
た
び
倹
は
、

ん
だ
観
音
さ
ま
』
を

機
会
に
こ
れ
ま
で
出
版

は
、
剣
遺
却
の

も
の
で
す
。
稲

ぷ
し
た
。
壬
生
、

生
壬
生
中
学
校

。
先
輩
の
資
格

よ
り
『
森
に
住

し
た
が
、
こ
の

の
エ
ッ
セ
イ

読
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

　
お
そ
ら
く
校
舎
の
屋
上
か
ら
壬
生
寺
の
杉
の

樹
木
が
望
見
で
き
る
で
し
ょ
う
。
倹
は
、
そ
の

近
く
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
1
5
歳
で
壬
生
町
を
後

に
し
て
3
5
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
幾
つ
に
な
っ

て
も
少
年
期
を
過
ご
し
た
、
ふ
る
さ
と
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思
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。
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53名の少年･少女棋士が

　　　　　　　腕を競う

　町文化協会将棋部（杉山保則部長　主

催の第３回栃木県小中学生将棋大会が１

月28日、壬生中央公民館で行われました。

　大会の結果は次のとおりです。

【小学校低学年の部】

優　勝　増淵　良紀（宇都宮市）

準優勝　君島　拓己（宇都宮市）

三　位　絵図　暢利（小山市）

　ク　　大寺　徳幸（西那須野町）

【小学校高学年の部】

優　勝　長岡　智美（宇都宮市）

準優勝　寺内　英憲（安塚小６年）

三　位　斎須　結大（安塚小６年）

【中学生及び小学生有段者の部】

優　勝　深谷　知輝（宇都宮市）

準優勝　君島　悛介（宇都宮市）
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(完　成　予　想　図)

音楽ﾘﾊﾋﾞﾘに参加しませんか/
　　　町では、保健福祉センターで毎月１回、機能訓練の一環

　　として脳卒中後遺症の方や音楽リハビリに関心をお持ちの

ヽ一方を対象に、リズムに合わせて指の体操や季節の歌を歌っ

　　たりする音楽リハビリを実施しています。

　　　この日は、参加者のみなさんが歌や、ハンドペルを使っ

　　て「春の小川」を演奏して楽しいひとときを過ごしていま

　　した。

　　　当教室では、いっしょに参加してくれる方を募集してい

　　ます。多くの皆さんの参加をお待ちしています。

　　◇訓練日時　毎月第１火曜日　午前10時～

　　◇会　　場　保健福祉センター

　　◇鮭み･馳せ先　町民生部保健諜健康増進係�82-1234内線110

納大納　　　　●付変期　　　　国
し込限　　　　民
まみ間　　　　年
し合際＿　一金

よいは納　４－
うま　｀期　　Ｓ全
゜す納限　９期

　゜付４＿月前
　早窓月４分納
　め□30月前－

　にが日分納　　　－－－

|ぶ

ﾖ|

　栃木県では、現在、渡良派遣水地

壬生自転車道の整備を進めておりま

す。その一環として、黒川に人道橋

（つり橋形式）を架橋することになり

ました。

　旧壬生地内と東雲公園を結ぶ「か

け橋」にふさわしい愛称を次のとお

り募集いたします。

◇応募資格　どなたでも応募できます

◇応募点数　一人何点でも可

◇応募方法　官製ハガキに愛称、住

　　　　　　所、氏名を明記して下

　　　　　　記まで応募してください。

◇締　　切　４月30日（当日消印有効）

◇表　　彰　後口入選者に通知いた

　　　　　　します。

◇応募及び問合せ先

　　　干321-02壬生町通町12番22号

　　　　　壬生町役場建設部建設課

　　　　　　　　　fi82－ 1 2 3 4

万言llEITi[EFﾚi－
　平成８年度から半年分前納方式が新たに加わります。

　口座振替制度を利用すれば、毎月納める手間が省け

るほか、納め忘れもなく安心です。

○口座振替納付方法

　・全期前納‥‥１年分を４月27日に振替納付

　・半年前納‥‥４月～９月分を４月27日に振替納付

　　　　　　　　10月～３月分を10月27日に振替納付

　ｃ期別納付‥‥毎月27日に振替納付

　※当日が休日の場合は､翌営業日に振替納付になります

○申込み手続きは

　　町内の金融機関（郵便局は除Ｏで、預金通帳・

　通帳印・年金手帳をお持ちのうえ、お申し込みくだ

　さい。

　　なお、口座振替登録済みの方が、納付方法を変更

　される場合も金融機関に変更の申し込みをしてくだ

　さい。

　※口座振替の開始・変更は、依頼書を提出した翌月

　　の納期からになります。

　　全期前納・半年前納の申し込みが年度途中の場合

　　は、全期前納は翌年度から、半年前納は振替月到

　　来からとなります。

○問合せ先　　町民生節住民課国民年金係

　　　　　　　　　　　　�８２－１２３４ 内線119
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